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令和 2年度鹿屋体育大学海洋スポーツセンター協力者会議 

 

鹿屋体育大学長挨拶 

松下 雅雄 氏 （鹿屋体育大学 学長） 

 皆さん、こんにちは。本日はお忙しい中、本学の海洋スポーツ

センター協力者会議にご出席いただきまして誠にありがとうご

ざいます。また、本日は、未来観光株式会社の村山寛光様には協

力者を快くお引き受けいただきまして、重ねてお礼申し上げます。 

本学の海洋スポーツセンターでは、海洋スポーツの教育研究に

開学時より取り組んでいるところであります。加えて、海洋スポ

ーツの振興におきまして、学外の方々との意見交換をする場とし

て、本協力者会議を、毎年テーマを設定し開催しております。 

今年度は、「大隅半島と海洋スポーツ」をテーマとして協議していただくこととなってお

ります。鹿屋体育大学としましても、地域と共同してスポーツによる地域活性化に取り組

んでいるところであります。 

本会議が、今後の海洋スポーツの発展につながる有意義な意見交換の場となることを祈

念しまして、簡単ではありますが挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

海洋スポーツセンター長挨拶 

中村 夏実 氏 （海洋スポーツセンター長） 

 本日の議事を進行させていただきます、鹿屋体育大学海洋ス

ポーツセンター長の中村と申します。よろしくお願いいたしま

す。本来ならば、ご出席いただきました皆様及びオンラインで

ご参加いただいた皆様お一人ずつをご紹介すべきところなの

ですが、時間の都合等もございますので、お配りしております

出席者名簿をもちまして皆様のご紹介に代えさせていただき

たいと思います。 

それでは、今年度のテーマについて私からご説明させていただきます。 

海洋スポーツセンターでは、ここ 10年間にわたって、どのように海洋スポーツによる地

域振興に寄与できるのか、ということをテーマに様々な方々からご意見を頂く機会を得て

まいりました。その間に、資源調査からネットワークの構築、プログラム開発と提案など、

少しずつ進めてきたところです。また、行政による後押しもあり、鹿屋市では、「ユクサお

おすみ海の学校」、垂水市では、「マリンパーク」が開業し、浜平から高須辺りの海岸沿い

でマリンスポーツをする方の姿を見かける頻度が増したと感じております。その後、さら

なる振興を目指して、協議会あるいはネットワーク会議などをつくろうと言いつつも、な




